
よしか広報

２０２３年（令和５年）
１１月号・№２１７吉賀町の人口・世帯数

（令和 5年 9月 30 日現在）
 人　口  5,741 人　(-3)
 　男　  2,756 人　(-2)
 　女　  2,985 人　(-1)
 世帯数  3,036 世帯(+3)

（　）内は前月との比較

ひがん花の里
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会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 額

興 学 資 金 基 金 1,324 万円 1,324 万円 0万円

国 民 健 康 保 険 事 業 7億 5,140 万円 7億 3,252 万円 1,888 万円

後期高齢者医療保険事業 2億 5,517 万円 2億 5,462 万円 55 万円

介 護 保 険 事 業 12 億 4,446 万円 11 億 7,288 万円 7,158 万円

小 水 力 発 電 事 業 6,144 万円 6,125 万円 19 万円

令和４年度　特別会計決算報告

【基金と町債の令和 3年度比較】

●基金（貯金）は、令和３年度と比較して 6,064

万円増加しました。

●町債（借金）は、令和３年度と比較して 3

億 335 万円減少しました。

基 金 名 令和 4年度末

財 政 調 整 基 金 12 億 7,270 万円

減 債 基 金 4億 7,452 万円

ふ る さ と 創 生 基 金 4,038 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

ま ち づ く り 基 金 8億 2,304 万円

地 域 福 祉 基 金 2億 6,305 万円

人 材 育 成 基 金 5,049 万円

ふ る さ と 応 援 基 金 2,482 万円

森林環境譲与税基金 6,196 万円

定額運用

土 地 開 発 基 金 8,804 万円

興 学 資 金 基 金 4,736 万円

特別会計

小水力発電事業基金 1億 5,663 万円

国民健康保険事業基金 7,183 万円

介護給付費準備基金 4,743 万円

合　　計 34 億 2,336 万円

事 業 債 名 令和 4年度末

一 般 会 計 事 業 債 86 億 6,584 万円

水 道 事 業 債 10 億 8,430 万円

下 水 道 事 業 債 15 億 5,546 万円

農業集落排水事業債 2億 6,723 万円

合　　計 115 億 7,283 万円

基金（貯金）の状況 町債（借金）の状況

※表示未満について四捨五入等の調整をしてい

ますので、合計額が一致しない場合があります。
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令和４年度　水道事業会計決算報告

〇事業の概要　

　老朽化、耐震化のため管路の更新

工事を続けています。大野原地区で

工事延長１,０９１ｍ実施しました。 

　経営戦略の改定を行い、令和９年

度から六日市・蔵木工区の更新計画

を盛り込みました。 

　広域化は島根県より推進プランが

公表されました。

〇企業債

借　入　高 3,640 万円

償還（返済）高 1億 3,037 万円

残　　高 10 億 8,430 万円

〇給水人口と給水量

給水人口 年間総給水量

5,560 人 657,289 ㎥

費　用 収　益

営 業 費 用 1億 9,953 万円 営 業 収 益 9,911 万円

営業外費用 1,509 万円 営 業 外 収 益 1億 3,386 万円

合 計 2億 1,462 万円 合 計 2億 3,297 万円

当年度純利益 1,835 万円

〇損益計算書　令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日

〇貸借対照表　令和 5年 3月 31 日時点

資　産 負　債

固 定 資 産 22 億 963 万円 固 定 負 債 9億 6,392 万円

流 動 資 産 3億 2,065 万円 流 動 負 債 1億 3,359 万円

繰 延 収 益 9億 9,220 万円

資　本

資 本 金 3億 7,085 万円

剰 余 金 6,972 万円

合 計 25 億 3,028 万円 合 計 25 億 3,028 万円

令和４年度　下水道事業会計決算報告

〇事業の概要　

　令和４年度から法適用に移行しまし

た。（一部適用）経営戦略の改定を行い、

経営の状況や投資・財政計画を盛り込み

ました。

　広域化・共同化は島根県より計画が公

表されました。

〇企業債

借　入　高 3,350 万円

償還（返済）高 1億 7,163 万円

残　　高 18 億 2,269 万円

〇接続人口と有収水量

接続人口 年間総給水量

2,251 人 328,257 ㎥

〇損益計算書　令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日

費　　用 収　　益

営業費用 2億 6,058 万円 営業収益 4,597 万円

営業外費用 2,424 万円 営業外収益 2億 5,392 万円

特別損失 288 万円 合計 2億 9,989 万円

合計 2億 8,770 万円 当年度純利益 1,219 万円

〇貸借対照表

資　　産 負　　債

固定資産 40 億 9,830 万円 固定負債 16 億 5,282 万円

流動資産 5,810 万円 流動負債 1億 9,453 万円

繰延収益 17 億 824 万円

資　　本

資本金 5億 8,862 万円

剰余金 1,219 万円

合計 41 億 5,640 万円 合計 41 億 5,640 万円
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令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の公表について

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」により、地方公共団体は財政健全化に役立てるため、

４つの健全化判断比率（①実質赤字比率、②連結実質赤字比率、③実質公債費比率、④将来負担比

率）と、水道や下水道などの公営企業ごとに資金不足比率を公表することが義務付けられています。

　これらの比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となると、「早期健全化計画」を策定し、自

主的な改善を行う必要があります。

　算定の結果、令和４年度決算に基づく比率は、全ての項目で早期健全化基準を下回りました。

　吉賀町の健全化判断比率と資金不足比率は次のようになっています。

　　　○健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

【実質赤字比率】一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。令和４年度決

算では実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【連結実質赤字比率】地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。

令和４年度決算では全会計を対象とした実質収支が黒字のため「－」で表示しています。

【実質公債費比率】一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率で、３ヵ年の

平均を使用しています。令和２年度から令和４年度の３ヵ年の平均で、８. ０％となり早期健全化

基準を下回っています。

【将来負担比率】一般会計等が将来的に負担する負債額から、その償還に充てることができる基金

等を控除した額の標準財政規模に対する比率です。令和４年度決算では５５. ５％となり早期健全

化基準を下回っています。

　　　○資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

【資金不足比率】水道や下水道といった公営企業会計における資金不足額の、公営企業の事業規模

である料金収入に対する比率です。令和４年度決算では資金不足比率は生じません。このため「－」

で表示しています。

区分 Ｒ２ R ３ R ４ 早期健全化基準

実質赤字比率 － － － 15.0

連結実質赤字比率 － － － 20.0

実質公債費比率 ７. ０ 7. １ ８．０ 25.0

将来負担比率 ５３. ８ 53. ５ 5 ５.5 350.0

区分 Ｒ２ R ３ Ｒ４

水道事業会計 － － －

下水道事業会計 － － －

小水力発電事業特別会計 － － －
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　柿木分遣所・六日市分遣所では期間中に、防火パレードや立入検査、幼年消防クラブによる防火

広報などを実施します。

　これから春先にかけて空気が乾燥し、火災の起こりやすい気象条件となります。火災は、ちょっ

とした気のゆるみや不注意から発生することが多いので注意しましょう。特に刈草の焼却火から燃

え広がる火災が多く発生しています。刈草などの焼却を実施する際には、事前に分遣所へ届出をお

願いします。

（※ゴミの焼却や産業廃棄物の焼却は禁止されています）

　最近では、パソコンやスマホのリチウムイオン電池の発火事故がニュースで見かけられるように

なりました。リチウムイオン電池は使い方を間違えたり、高温下に長時間放置してしまうと破裂や

発火する危険性があり火災の原因になることがあります。

　リチウムイオン電池の取扱いには十分に注意しましょう。

　アドバイス

火事・救急・救助は１１９番
柿木分遣所 ☎７９‐２２０１　六日市分遣所 ☎７７‐０１６２

益田広域消防本部ホームページ

ＵＲＬ　http://www.fd-masuda.net/

ＮＥＷＳ
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秋 の 全 国 火 災 予 防 運 動
令和５年１１月９日【木】～令和５年１１月１５日【水】

　　　２０２３年度全国統一防火標語は

『火を消して　不安を消して　つなぐ未来』

・製造、販売元や型式が明示されていない商品や、仕様が不明確な商品を購入するのは避

　けましょう。

・リチウムイオン電池に膨張がみられたら使用を控え、交換または適切に破棄しましょう。

・リチウムイオン電池を搭載した機器や充電器を放熱が妨げられる環境下で使用すると

　高温になる恐れがあります。使用中や充電中は発熱することを認識しておきましょう。

〇リチウムイオン電池の取扱い上の注意点について

～指差呼称の奨励～

　指差呼称の目的は、ヒューマンエラーや不注意、確認ミスなどを

防ぐために行うものです。対象を見つめ、腕を伸ばして指を差し、

「〇〇よし！」と声を出して確認することです。

　外出前や就寝前の火の元の確認など、日常生活で「指差呼称」

を行うことを習慣にし、火災予防に努めましょう。

火の元よし！
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吉賀町情報公開制度運用状況（令和４年度）

益田税務署からのお知らせ
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環境情報　　ウォームビズをはじめましょう！

　これから冬にかけて寒さが厳しくなり、暖房が欠かせなくなる吉賀町。でも、暖房に頼りすぎて

いませんか？

　一般的に、電力による冷暖房を行う場合、室温設定の調節による省エネ効果は、夏よりも冬のほ

うが大きいことが知られています。冬の暖房器具使用時に室温設定を今までよりも下げるようにす

れば、二酸化炭素削減効果があるばかりでなく、電気代を効果的に節約することにつながります。

家庭でも暖房温度を見直し、一枚重ね着をしたり、足もとを暖かくして過ごしてみたりしませんか。

まずは、暖房時の室温は２０℃を目安にしてみましょう。

〇ウォームビズって何？

　地球温暖化対策の一つとして、暖房時の室温は２０℃を目安とし、「寒い時は着る」「過度に暖

房機器に頼らない」といった「暖房に頼り過ぎず、働きやすく暖かく格好良い生活スタイル」

それが「ウォームビズ」です。

〇実施期間

　毎年１１月１日から翌年３月３１日まで

〇取り組み例

　　家庭や職場、通勤、旅行といった様々なシーンで、自分にできるウォームビズを実践し

　ましょう！

身に着けるもの
カーディガン、マフラー、保温効果の高いインナーウェア、ひざかけ

などを活用しましょう。

食べ物 体をあたためる食材（根菜や香味野菜）を食べましょう。

飲み物 温かいスープやドリンクを飲みましょう。

ブラインド
日中は開けて太陽の熱を取り入れ、夜間は陽が落ちて冷気が窓から入

る前に閉めて保温効果を高めましょう。

湿度

体感温度は温度だけでなく、湿度や気流などのバランスで変わります。

一般的に、湿度が高くなると体感温度が上昇しますので、お湯を沸か

すなどの、加湿効果を活用しましょう。

宝くじの助成金でコミュニティ活動備品の整備が完了しました

　令和５年度コミュニティ助成（宝くじ助成金）事業を活用し、朝倉公民館においてコミュニティ活動備

品の整備が完了しました。

　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの普及広報を

行うとともに、コミュニティの健全な発展を図ることを目的に宝くじの受託事業収入を財源として実施し

ているものです。

　購入した助成事業物品などにはそれぞれ助成事業であることを示すキャラクター『クーちゃん』が表示

されています。

　コミュニティ助成事業により整備完了したコミュニティ活動備品は次のとおりです。

●メガホンセット…１セット　　●マイクロホン…１本　　●テーブル…５台

●物置…１台　　●電源…１台　　●シュレッダー…１台

備品購入総額　１２０万円
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上下水道コラム　★インボイス制度への対応について★

島根県最低賃金改定のお知らせ

　今回のコラムでは、水道と下水道のインボイス制度への対応を Q＆ A方式でご紹介します。特に、

企業の経理担当の方や個人事業主の方は必見です。

Q. インボイス制度とは？

A. 消費税の制度です。請求書に消費税の金額や税率等を載せることで、相手方に正確な消費税額

などを伝える制度です。この制度に沿った請求書のことをインボイスと呼びます。詳しいことは税

務署へお問い合わせください。

Q. 上下水道のインボイスはどうなるの？

A. 水道と下水道でそれぞれ違います。 

・水道料金：検針票がインボイスになります。

・下水道使用料（農業集落排水処理施設使用料）：ご希望の方へ各期に交付します。

Q. 登録番号はどうなっているの？

A. 次のとおりとなっております。

・水道事業：T3800020004070

・下水道事業会計（農業集落排水処理施設使用料）：T9800020004503

※水道と下水道で違います。ご注意ください。

Q. この広報以外に登録番号をほかに確認する手段はないの？

A. 吉賀町ホームページで確認できます。

・水道事業：トップ >暮らし >生活環境・衛生 >上水道 >上水道の利用

・下水道事業会計（農業集落排水処理施設使用料）：

トップ >暮らし >生活環境・衛生 >下水道・集落排水 >下水道・集落排水の利用

Q. 遠方で検針票が確認できない…。

Q. 検針票を無くした…再交付はできますか？

Q. 下水道のインボイスが欲しい！

A. このようなご相談は随時、建設水道課で受け付けています。

ご相談先は、　吉賀町役場　建設水道課　Ｔｅｌ（０８５６）７９-２２１２　　です。

　※ご相談時は「インボイスのことです」とお申し出頂くとスムーズです。

　島根県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用される島根県最低賃金が次のとおり

改定されました。

　この金額は令和５年１０月６日（金）以降の賃金から適用されます。

　詳しいことは島根県労働基準部賃金室（☎０８５２－３１－１１５８）

　または、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。
時間額 ９０４円
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高津川のアユ調査が開催されました

棚田オーナーが稲刈りをおこないました。

　９月６日、地元の自然に関心を持ってもらおうと、NPO 法人「日本に健全な森をつくり直す委員会」

の主催で、清流高津川のアユについて、柿木小学校・中学校の児童生徒が調査するイベントが開催

されました。

　高津川河川敷でアユ釣り名人の友釣りを見学した後、釣ったアユが天然か放流かの見分け方を島

根県水産技術センターの方から講義を受けました。今回の調査では、天然か放流かの簡単な見分け

方の１つ、下顎側線孔（かがくそくせんこう）から判別する方法を活用し、釣ったアユの天然の割

合を調べました。

　１０グループに分かれ５匹ずつ調査を行い、児童・生徒それぞれアユに触れたり、匂いを嗅いだ

り、夢中になって調査しました。児童・生徒の調査では、５０匹のうち３５匹が天然アユと判断し

ましたが、水産技術センターの方が別の方法の見分け方を活用し調査したところ、５０匹全部天然

だということが分かりました。

　今回の調査を通して、地元の自然と深く関わり、清流高津川の豊かさを身をもって体感したので

はないでしょうか。

　９月１２日（火）大井谷の棚田において柿木小学校の５、６年生が稲刈をおこないました。

　稲刈り後に地域の方から素敵なおやつの差し入れもいただき楽しい１日となりました。

　また、１７日（日）には棚田オーナーの稲刈をおこないました。久しぶりに遠方から吉賀町に宿

泊して参加いただいたオーナーさんもおられました。

　両日とも晴天に恵まれた１日でしたが、残暑厳しい中の稲刈りとなりました。

　美味しい棚田米が届くのが楽しみですね。
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

交通事故防止機器の寄贈について

　９月２１日、島根県農業協同組合西いわみ地区

本部、全国共済農業協同組合連合会島根県本部、

( 一財 ) 島根県農協共済福祉事業団の３団体の代

表として、ＪＡしまね西いわみ地区本部常務理事

の田村清己本部長から、道路反射鏡３基が寄贈さ

れました。

　寄贈品に添えられた趣意書には、「交通事故防止

活動に役立ち、人命保護と被害軽減に寄与するた

め」という思いがつづられていました。寄贈を受

け岩本町長も「町内での交通事故防止のため活用

させていただきます」と交通事故防止に対する願

いをより強くしていました。

秋の交通安全運動におけるテント村開設について

　秋の交通安全運動に伴い、『交通安全テント村』を９月２２日（金）柿木大谷屋前待避所、２７日（水）

真田ポケットパーク前において、それぞれ津和野警察署の協力を得て開設し、運転手に安全運転を

呼びかけました。

　テント村には、各地区の交通安全協会員、交通安全母の会や交通指導員、一日警察官として任命

された、かきのき保育所の園児２人が参加し運転手に安全運転を呼びかけました。

　また、１１月１１日（土）～２０日（月）までの期間は「高齢者の交通事故防止運動」が実施さ

れます。交通ルールを守り、交通安全運動に取り組みましょう。

～９月２２日（金）柿木大谷屋前待避所～ ～９月２７日（水）真田ポケットパーク前～
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

全日本ジュニアテニス選手権２０２３出場報告会

　六日市小学校６年の河口菜々美（かわぐちななみ ) さんが、８

月１９日から２１日に東京都で開催された、全日本ジュニアテニ

ス選手権２０２３に出場し、９月１１日に表敬訪問され、大会の

結果を報告されました。

　菜々美さんは、７月中旬に岡山県で開催された、全日本ジュニ

アテニス選手権中国予選大会で優勝、プロへの登竜門とされてい

る上記の大会に出場し、３位という好成績を残されました。

　報告会で菜々美さんは、「来年の３月に千葉で開催される、

１４歳以下の全国選抜大会では優勝したい」と次の大会に向けて

の目標を語られました。

　岩本町長からは、慰労と今後に向けて激励の言葉が送られまし

た。

　菜々美さんの今後の活躍が、とても楽しみです。

地域みらい留学対面説明会に参加しました！吉高賀校支援室だより

　９月２３日 ( 土 ) ～２４日 ( 日 ) の２日間、東京都の国立オリンピック記念青少年総合センター

にて、「地域みらい留学合同説明会」が開催され、吉賀高校も参加してきました。「地域みらい留学」

とは、都道府県の枠を越えて、県外の学校に入学できる仕組みのことです。吉賀高校にも、現在全

校で２２名の地域みらい留学生がいます。

　コロナが落ち着き、少しずつ増えつつある対面での説明会。全国から１００校を超える高校や中

学生や保護者の方が集まる会場は、対面ならではの熱量と安心感がありました。今回は、初の試み

として、現役の吉高地域みらい留学生の保護者さんにもご協力をいただき、来場してくださった中

学生・保護者の方に、地域みらい留学として吉賀高校を選択するまでのリアルな声を伝えてもらい

ました。吉賀高校を盛り上げるためにも、今後も活動していきます
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私
達
の
住
む
吉
賀
町
は
、
中
山
間

地
域
に
位
置
す
る
典
型
的
な
小
規
模

自
治
体
で
す
。
そ
れ
故
に
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自

慢
出
来
る
資
源
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
、
「
川
」
や
「
山
」

な
ど
の
豊
か
な
自
然
で
す
。

　

「
川
」
と
言
え
ば
、
一
級
河
川
・

高
津
川
で
す
。
こ
の
川
は
、
国
土
交

通
省
が
定
め
る
水
質
日
本
一
の
称
号

を
こ
れ
ま
で
７
度
獲
得
し
て
お
り
、

大
蛇
ヶ
池
で
の
水
源
祭
り
は
、
写
真

愛
好
家
仲
間
で
は
人
気
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
と
聞
い
て
い
ま
す
。
流
長
約
81
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
益
田
市
や
津
和

野
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
水
質
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
山
」
と
言
え
ば
、
素
晴
ら
し
い
広

大
な
森
林
で
す
。
町
面
積
の
約
92
パ
ー

セ
ン
ト
が
森
林
で
、
こ
の
山
を
活
用
し

後
世
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
国
の
制

度
で
あ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
山
の
担
い

手
を
育
て
る
森
師
研
修
制
度
を
創
設

し
、
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
の
町
長
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
森

師
研
修
員
が
朝
倉
小
学
校
児
童
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
行
っ
た
森
林
学
習
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
去
る
９
月
22
日(

金)

５
・
６
年
生
８
名
が
研
修
員
の
実
習
現

場
で
あ
る
幸
地
地
区
の
町
有
林
を
訪
問

し
学
習
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ま
ず

研
修
員
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
林
内

を
散
策
し
、
伐
倒(

木
を
切
り
倒
す
こ

と)

の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
児
童

の
皆
さ
ん
は
、
安
全
対
策
用
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
長
靴
、
軍
手
を
着
用
し
、
初

め
て
見
る
作
業
風
景
に
興
味
津
々
で
、

色
々
な
質
問
を
研
修
員
に
投
げ
か
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、当
日
の
昼
食
で
は
、

役
場
職
員
が
事
前
に
作
っ
た
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
参
加
者
全
員
で
美
味
し
く
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
、
11
月
学
校
で

開
催
さ
れ
る
ワ
イ
ワ
イ
祭
り
で
発
表
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
も
こ
の
森
林
学
習
に
同
行
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
研
修
員
の
説
明
を
聞

き
、
作
業
に
見
入
っ
て
い
た
姿
が
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学

習
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供

達
に
、
身
近
に
あ
る
山
・
森
林
に
興
味

を
持
ち
山
の
担
い
手
を
目
指
し
て
も
ら

え
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.68

岩本一巳

森
師
か
ら
子
供
た
ち
が

学
び
ま
し
た

【伐倒の説明を受けました】 【記念写真も撮りました】

町長コラム
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風邪とインフルエンザの違いって？

　風邪は様々なウイルスによって起こりますが、普通の風邪の多くは、のどの痛み、鼻汁、くしゃ

みや咳等の症状が中心で、全身症状はあまり見られません。発熱もインフルエンザほど高くなく、

重症化することはあまりありません。

　一方、インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病気です。

３８℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛、全身倦怠感等の症状が比較的急速に現れるのが特徴で

す。併せて普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳等の症状も見られます。子どもではま

れに急性脳症を、高齢の方や免疫力の低下している方では二次性の肺炎を伴う等、重症化すること

があります。

インフルエンザの予防接種を受けましょう！

　インフルエンザワクチンは、感染後に発症する可能性を低減させる効果と、発症した場合の重症

化防止に有効とされています。

　吉賀町の助成制度

【高齢者】

対　　象：町内で住所を有している方で６５歳以上の方

　　　　　または６０～６４歳の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極

　　　　　度に制限される程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日常生活がほと

　　　　　んど不可能な程度の障がいがある方

個人負担：１，６００円（生活保護世帯は無料）

実施期間：令和５年１０月１日～令和６年３月３１日

【子ども】

対　象：町内で住所を有している方で満１８歳に達する年度の末日までにある方

助成額：１回あたり１，５００円の助成（生活保護世帯は全額助成）

　　　　１３歳未満は年度内２回まで　

　　　　１３歳以上は年度内１回まで

実施期間：令和５年１０月１日～令和６年３月３１日

〇予約は各自で行ってください。

〇県外の医療機関など、町が指定する実施医療機関以外で接種し、

接種費用を全額お支払いいただいた場合はご相談ください。

健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防
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　こんにちは、食改です。

　１０月３日（火）キヌヤ七日市店、サンマート六日市店でまちの食育ステーションと題して皆さ

んが買い物に訪れるお店にお邪魔し啓発活動を行いました。

　島根県では県民自ら健康づくりに取り組めるよう環境の整備を進め、「健康長寿しまね県民運動」

として展開を強化し、健康寿命の延伸を図っています。

　今回の啓発活動では、１日に摂取してほしい野菜の量３５０ｇ、簡単野菜レシピの展示をして野

菜の摂取を呼びかけました。

　またべジチェックという緑黄色野菜をとっている量が簡単に分かる機械を設置し、皆さんの日ご

ろの野菜の摂取量を「見える化」し食生活改善のきっかけにしていただけるよう取り組みを行いま

した。

　来場された方からは、「野菜をとっているつもりではいたけどあまりとれていなかったんだね。」

「野菜３５０ｇってこんなにも量があるんだね」「思ってたより野菜がとれていてよかった」などの

感想をいただきました。

保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

食育ステーションが開催されました

左側：１日に摂取してほしい野菜 350 ｇ

の量です。

緑黄色野菜・淡色野菜バランスよく摂れ

るといいですね

今回は、野菜の摂取の啓発とだしパッ

クの配布も行いました。みそ汁に野菜

をたっぷり入れる具沢山みそ汁は野菜

を手軽に多くとることができておすす

めです。

べジチェックをしている様子です。皆

さんとても興味を持たれ測定してくだ

さいました。

今回測定された方のほとんどが野菜を

しっかりとられていました☆

食育ステーションの様子です☆
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吉
賀
町
立
図
書
館

・
11
月
５
日
（
日
）
９
時
～
午
後
３
時

六
日
市
会
場　

保
育
所
園
児
の
感
想
画
を
展
示

・
11
月
19
日
（
日
）
９
時
～
午
後
３
時

柿
木
会
場　
　

み
た
い
号
が
会
場
に
行
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

貸
出
な
ど
受
付
を
開
設
。

≪図書館利用状況９月≫

●貸出総数　３２０９冊

●貸出人数　　３７７人

●来館者数　　４２９人

[休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・１１月５日（日）

　きん祭みん祭開催のため

・１１月２９日（水）は図書整

理休館日。

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

 ≪ベスト・リーダー！９月≫

　　書　　　名　　　　　著　　者　　

「牧野富太郎植物語り」　清水洋美　著

「たりる生活」　　　　　群ようこ　著

「ホテル・カイザリン」　近藤史恵　著

「　脈動　」　　　　　　今野　敏　著

「鈍色幻視行」　　　　　恩田　陸　著

図
書
室
だ
よ
り

　

芸
術
の
秋
、
音
楽
や
美
術
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
」
に
ふ
れ
る
こ
と
で
心

も
豊
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
日
本
文
化
の
発
達
に
貢
献
し
た
人
に
対
し
て
授

与
さ
れ
る
文
化
勲
章
。
科
学
技
術
や
美
術
工
芸
、
文
芸
、
芸
能
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
人
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
の
日
は
、
日
本
の

文
化
人
を
た
た
え
る
日
で
も
あ
る
の
で
す
。
「
自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を

す
す
め
る
日
」
と
し
て
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
に
制
定
。
１
９
４
６

年
に
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
国
民
の

休
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
毎
年
皇
居
で
文
化
勲
章
の
授
与
式
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
明
治
天
皇
の
誕
生
日
で
も
あ
り
、
昔
は
「
明

治
節
」
と
い
う
祝
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

パ
パ
は
脳
研
究
者　
　
　
　
　

池
谷
裕
二

ス
ト
レ
ス
を
操
る　
　
　

メ
ン
タ
リ
ス
ト
Ｄ
ａ
ｉ
Ｇ
ｏ

奇
跡
の
む
ら
の
物
語　
　
　
　

辻
英
之

か
が
み
の
孤
城　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

見
え
な
い
か
ら
見
え
た
も
の　

竹
内
昌
彦

神
様
の
暇
つ
ぶ
し　
　
　
　
　

千
早　

茜

そ
し
て
二
人
だ
け
に
な
っ
た　

森　

博
嗣

グ
ッ
ド
バ
イ
バ
タ
フ
ラ
イ　
　

森　

英
恵

逃
亡
の
書　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
仁
之

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
イ
ン　
　
　

中
島
京
子

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

街
と
そ
の
不
確
か
な
壁　
　
　

村
上
春
樹

白
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
村
了
衛

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
中
学
生
の
職
場
体
験
に
つ
い
て
】

　

９
月
20
日
か
ら
３
日
間
、
六
日
市
中
学
校
２
年
生
の

内
田
寿
々
さ
ん
が
図
書
館
で
職
場
体
験
学
習
を
さ
れ
ま

し
た
。

 

み
た
い
号
で
町
内
の
小
学
校
に
行
き
受
付
を
担
当
し
、

図
書
館
で
は
来
ら
れ
た
方
へ

の
対
応
な
ど
、
様
々
な
仕
事

を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
本
が

好
き
と
い
う
こ
と
で
、
図
書

館
の
職
場
を
選
ら
ば
れ
た
の

で
す
が
、
今
回
の
経
験
を
通

し
て
、
も
っ
と
図
書
館
に
興

味
を
抱
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

【
感
想
画
展
示
と
Ｂ
Ｍ
み
た
い
号
に
つ
い
て
】

　

き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
図
書
館
で
は
、

感
想
画
の
展
示
と
Ｂ
Ｍ
車
み
た
い

号
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

月 火 水 木 金 土・日
体操の時間 受付時間 １ ２ ３ ４・５
月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎星野由香の
やさしい「ほぐピラ」
予約の取れないカリスマト
レーナーとして知られる講
師が考案した「ほぐす+ピラ
ティス」を融合したメソッド
を紹介

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

６ 7 8 ９ １０ １１・１２
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【10月放送分】

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●サンイン４rin
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

１３ １４ １５ １６ １７ １８・１９
9：00
◎サンネットにちはら
杯モルック津和野大会
ダイジェスト

９月２３日（土）に開催
のサンネットにちはら杯
モルック津和野大会の
ダイジェストを放送！

9：00
●グラントワチャンネル

9：30
●山のぼり気分

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎ココロとカラダを
　健康にする睡眠
よい眠りを得るための
目からウロコの睡眠知識
そして今すぐできる改善方法
を睡眠のスペシャリストが
伝授します！
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５・２６
9：00
◎つわぶき少年野球大会

１０月８日（日）に開催
のつわぶき少年野球大
会のダイジェストを放送
！

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●県立中央病院えにし

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

２７ ２８ ２９ ３０ NHK文化センター制作番組
9：00
▲少年の主張
       鹿足郡大会

８月３１日（木）に柿木中学校
で開催された少年の主張
鹿足郡大会の模様をお届
け！

9：00
●グラントワチャンネル

9：30
●山のぼり気分

9：00
▲少年の主張
       島根県大会

９月２８日（木）に江津市総
合市民センターで開催され
た少年の主張島根県大会
の模様をお届け！

9：00
▲島根県高等学校
       文化フェスティバル

７月６・７日に浜田市石央文
化ホールで開催された
島根県高等学校文化フェス
ティバルの模様をお届け！

星野由香のやさしい「ほぐピラ」
予約の取れないカリスマトレーナーとして知
られる講師が考案した「ほぐす+ピラティス」を融合し
たメソッドを紹介

ココロとカラダを健康にする睡眠
よい眠りを得るための目からウロコの睡眠知識
そして今すぐできる改善方法を睡眠のスペシャリスト
が伝授します！

県議会中継【１１２CH 】

議会中継日程 新番組 特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

島根県議会１１月定例会
本会議

１１月２７日（月）10：00～
【１１２CH 】

やくも～最後の国鉄型特急～
特急やくも３８１系が案内
人となり、出雲市駅から岡
山駅までの道のりを

沿線の歴史や観光地情報を
交えて紹介する記録番組
山陰ケーブルビジョン制作

つわぶき少年野球大会【１１月２０日放送】　
１０月８日（日）に開催の

つわぶき少年野球大会のダイジェストを放送

少年の主張島根県大会【１１月２９日放送】
９月２８日（木）に江津市総合市民センターで開催された

少年の主張島根県大会の模様をお届け！
島根県ケーブルテレビ協議会制作

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特11 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３



広報よしか　2023 年 11 月号　№ 217　　18

ちょうみんひろば

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
自
伝
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

今
か
ら
凡
そ
四
百
五
十
年
前
の
桃
山

期
天
文
年
中
早
春
の
事
で
あ
る
。
町
内

有
飯
地
区
内
の
陣
賀
山
域
主
（
郷
士
）

長
嶺
周
防
守
様
が
家
来
を
共
に
同
町
九

郎
原
山
中
へ
猟
に
御
出
す
。
深
山
幽

谷
「
九
郎
谷
」
に
差
し
か
か
る
と
、
其

の
前
方
を
さ
え
ぎ
る
か
の
様
に
、
大
き

な
赤
松
の
大
木
の
如
く
立
ち
は
ざ
か
り

し
得
体
不
明
の
知
り
得
ぬ
怪
物
に
遭
遇

す
。
鎌
首
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
「
大

蛇
」
と
思
わ
ず
皆
息
を
飲
む
。
忽
ち
の

内
に
「
爛
々
」
と
し
た
眼
を
灌
ぎ
掛
け
、

舌
は
紅
色
の
サ
フ
ラ
ン
の
如
く
剣
呑
刹

那
、
次
の
瞬
時
長
嶺
周
防
守
に
襲
い
掛

か
る
。
共
連
れ
の
家
来
の
放
っ
た
弓
矢

は
、急
所
を
は
ず
れ
暫
く
の
攻
防
の
末
、

漸
く
此
の
大
蛇
を
仕
留
め
る
。
今
迄
に

経
眼
致
し
か
ね
な
き
程
の
超
大
蛇
で

頭
、
胴
、
及
び
其
の
長
さ
は
桁
外
れ
に

大
き
く
長
い
。
此
の
時
、
大
蛇
の
発
す

る
猛
毒
、
霊
気
を
全
身
に
浴
び
、
体
は

大
き
く
腫
れ
周
防
守
家
来
共
々
三
日
三

晩
床
に
伏
し
た
と
伝
ふ
。
昭
和
二
十
年

代
の
半
ば
、
此
の
大
蛇
の
鎮
魂
祭
が
同

《
寄
稿
》

清
流
と
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

我
が
町
を
水
源
と
し
て
、
津
和
野
を

流
れ
、
益
田
か
ら
日
本
海
に
濯
ぐ
、
清

流
日
本
一
に
何
度
も
輝
い
た
、
地
域
の

宝
、「
高
津
川
」
で
す
。
四
年
前
に
は
、

映
画
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
の
子
供
の
頃
の
話
を
少
し

さ
せ
て
下
さ
い
。
夏
休
み
の
遊
び
は
、

魚
獲
り
、
水
泳
、
筏
作
り
な
ど
な
ど
、

全
て
こ
の
川
で
完
結
し
て
い
た
も
の
で

す
。
本
流
だ
け
で
な
く
、
田
ん
ぼ
の
横

を
流
れ
る
用
水
路
に
も
、
魚
を
始
め
水

の
中
の
多
く
の
生
き
物
が
沢
山
い
て
、

大
人
か
ら
子
供
ま
で
皆
ん
な
楽
し
ん
で

い
た
、
生
き
物
の
宝
庫
と
で
も
言
う
べ

き
川
で
す
。

岩
」
等
々
の
文
化
遺
産
が
、
又
、
さ
す

が
に
戦
国
期
の
戦
さ
部
類
経
眼
致
し
か

ね
る
が
、
大
自
然
と
相
ま
っ
て
其
の
美

し
い
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
る
此
の
土

地
柄
は
往
時
を
忍
ぶ
に
事
足
る
深
緑
の

最
も
濃
厚
性
豊
か
な
る
典
型
的
農
山
村

の
一
角
で
は
あ
る
。

　

象
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
魚
の
一
つ

と
し
て
「
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
」
と
い
う
、
エ

ラ
の
所
に
黒
い
斑
点
が
あ
る
、通
称「
四

つ
目
」と
呼
ば
れ
て
い
る
魚
が
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
た
、
嫌
な
や
つ
で
し
て
、
ハ

エ
釣
り
な
ど
し
て
い
る
と
決
ま
っ
て
先

に
食
い
付
き
、
釣
り
上
げ
ら
れ
て
は
投

げ
捨
て
ら
れ
て
い
た
魚
・
・
・
。
近
年
、

護
岸
工
事
、
圃
場
整
備
等
々
で
棲
む
所

が
徐
々
に
狭
ま
っ
て
い
る
様
で
す
が
、

今
も
し
っ
か
り
と
生
き
延
び
て
清
流
の

い
ぶ
し
銀
的
な
魚
と
し
て
頑
張
っ
て
い

る
様
で
す
。
友
人
の
話
で
は
、
他
の
魚

も
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
い
る
と
の
こ
と
で

安
心
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
と
な
っ
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た

「
高
津
川
」、
い
つ
も
鮎
が
主
役
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
て
脇
役
に
も
な
っ
て
い
な

い
「
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
」
だ
と
思
い
ま
す
が
、

で
も
君
は
「
天
然
記
念
物
」
で
す
。
貴

重
な
存
在
で
す
。
そ
れ
を
育
む
川
も
・・・

私
達
は
後
の
世
ま
で
大
切
に
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。

九
郎
原
三
宮
社
で
営
わ
れ
参
拝
す
。
社

前
に
於
い
て
、
宮
司
の
祝
詞
高
々
に
儀

式
も
滞
り
な
く
取
り
行
わ
れ
終
了
す
。

そ
し
て
、
宮
司
様
の
御
言
葉
終
了
後
、

風
雨
を
間
近
に
体
感
す
と
記
憶
す
る
。

　
当
日
、
傍
の
同
社
境
内
、
内
外
で
は

地
元
民
や
近
隣
の
村
民
に
よ
る
、
草
競

馬
が
催
さ
れ
た
。
足
の
太
い
農
耕
馬
で

堂
々
た
る
体
躯
の
馬
で
あ
っ
た
。
当
日

は
、
見
世
物
や
多
く
の
雑
貨
物
売
り
の

店
が
出
店
、
盛
況
を
極
め
た
。

　
と
こ
ろ
で
此
の
長
嶺
周
防
守
様
は
方

や
平
素
よ
り
若
宮
様
の
信
者
で
も
あ
っ

た
。
其
の
社
は
現
在
、
立
河
内
、
河
内

神
社
へ
併
合
さ
れ
て
い
る
が
、
端
の
虚

空
蔵
菩
薩
共
々
に
其
の
山
中
、
山
裾
に

氏
の
墓
標
も
鎮
座
す
。
以
前
は
道
行
く

人
々
の
信
仰
を
集
め
、
線
香
や
蝋
燭
も

絶
え
間
な
く
見
参
さ
れ
た
。
そ
の
嫡

男
一
人
子
息
の
長
嶺
五
左
衛
門
は
一
、

五
九
二
年
つ
ま
り
、「
文
禄
の
役
」
に

朝
鮮
国
へ
陣
上
げ
、
数
々
の
戦
功
を
積

む
と
伝
承
す
。か
く
し
て
此
の
一
体
は
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
自
然
林
や
桃
山
期
の
禅
宗

様
式
顕
著
な
小
森
社
並
び
に
中
山
入
江

観
音
立
像
、
更
に
亀
原
（
幸
地
地
内
）

に
至
っ
て
は
、諸
説
、伝
説
の
多
い
「
竜
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《川
柳
》

年
重
ね
さ
ぼ
る
気
が
な
い
歌
の
道　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上
武
史

暑
い
日
に
一
時
サ
ボ
り
冷
い
お
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村
菊
夫

暑
く
て
も
サ
ボ
ら
ず
頼
む
夜
の
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
健
二

学
校
で
掃
除
の
時
間
さ
ぼ
ら
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
藤
子

閃
め
き
て
老
の
す
さ
び
に
句
を
サ
ボ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

サ
ボ
ら
ず
に
時
を
刻
ん
で
ベ
ル
が
鳴
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
和
子

む
こ
う
み
ず
時
に
は
し
っ
か
り
さ
ぼ
れ
よ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

サ
ボ
る
も
と
充
電
中
と
言
え
ば
良
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
雅
夫

食
べ
る
こ
と
サ
ボ
れ
ぬ
今
宵
は
何
に
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
三
智
代

サ
ボ
り
た
い
畑
大
草
や
ぎ
飼
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下
邦
枝

片
付
け
を
サ
ボ
っ
た
夜
は
お
も
ち
ゃ
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口
沙
羅

体
重
は
老
い
も
若
き
も
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
俳
句
》

狛
犬
の
鼻
は
上
向
き
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原
久
子

山
奥
に
栗
売
る
婆
と
立
ち
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
綾
美

秋
旱
一
鍬
ご
と
の
土
埃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

い
つ
か
植
ゑ
し
朝
顔
二
輪
草
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

秋
蝶
の
身
の
重
た
き
に
よ
ろ
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
一
美

新
米
の
届
い
て
ゐ
た
り
勝
手
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
由
希

九
十
と
九
十
六
の
栗
お
こ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡
雅
子

初
雁
や
注
文
し
た
る
本
取
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
道
子

囀
の
空
の
高
さ
に
野
の
広
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

由
緒
あ
る
森
の
寺
カ
フ
ェ
せ
み
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
毅

　《
短
歌
》

里
の
溝
流
れ
る
水
に
礼
を
言
い

　
　

コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
ま
た
鍬
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
み
ど
り

遂
げ
に
け
る
生
業
に
未
練
な
け
れ
ど
も

　
　

台
風
進
路
い
ま
も
書
き
留
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

砂
場
へ
と
跳
ん
で
ゆ
き
た
る
若
者
に

　
　

過
ぎ
し
日
我
の
幻
影
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
勝
史

石
積
み
の
真
似
事
楽
し
土
手
の
下

　
　

土
留
め
の
石
を
据
え
並
べ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯
辰
雄

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
９
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～

　 

（
９
月
届
出
）

有
田　

和
翔
（
わ
か
）
さ
ん

　
　
　

恵
士
郎
・
桜
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

末
岡　

弘
子　

さ
ん　

85
歳　
　
　

立
河
内

河
野　

武
子　

さ
ん　

98
歳　
　
　

抜
月

松
本　

茂
子　

さ
ん　

101
歳　
　
　

柿
木

中
野　

勝
雄　

さ
ん　

92
歳　
　
　

柿
木

村
田　

鶴
代　

さ
ん　

97
歳　
　
　

柿
木

川
渕　

行
芳　

さ
ん　

65
歳　
　
　

真
田

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知

ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲

で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
作
品
の

内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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